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三
原
市
長
選
を
翌
月
に
控
え
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
今
議
会
で
は
岡
田
市
長
が
行
わ
れ
た
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
フ

ァ
ー
ス
ト
宣
言
に
基
づ
く
施
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

最
初
に
取
り
上
げ
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
は
、
議
会

で
の
議
決
を
経
た
も
の
で
は
な
く
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
の
た

め
に
市
と
し
て
積
極
的
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
や
、
皆
さ
ま
の

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
岡
田
市
長
が
令
和
４
年

３
月
23
日
の
定
例
会
見
で
行
わ
れ
た
（
図
１
）
も
の
で
す
。 

３
月
27
日
の
「
旧
久
井
支
所
な
ど
解
体
へ 

三
原
市 

跡
地

に
太
陽
光
発
電
施
設
予
定
」
や
、
４
月
30
日
の
「
脱
炭
素
へ
太

陽
光
パ
ネ
ル 

大
和
支
所 

空
調
や
照
明
も
更
新
」
は
、
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
基
づ
く
施
策
の
報
道
（
図
２
）
で
す
。 

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
太

陽
光
パ
ネ
ル
で
す
が
、
５
月
22
日
の
「
太
陽
光
パ
ネ
ル
在
り
方

模
索 

耕
作
放
棄
地 

転
用
進
み
ト
ラ
ブ
ル
も 

府
中
市 

準
工

業
地
へ
用
途
変
更 

世
羅
町 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
（
図
３
）」

と
言
っ
た
報
道
や
、
同
僚
議
員
か
ら
設
置
を
制
限
す
る
条
例
の

制
定
を
求
め
る
質
問
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ

こ
に
来
て
問
題
視
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
り
ま
し
た
。 

そ
う
な
っ
た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
異
常
な
ま
で

に
増
え
た
身
の
回
り
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
に

起
因
す
る
甚
大
な
事
故
の
報
道
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
た
か

ら
で
し
ょ
う
か
。 

先
ず
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
基
づ
く
施
策
に
つ

い
て
次
の
質
問
か
ら
紹
介
し
ま
す
。 

 

問 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
を
う
た
う
各
施
策
の
、
投
入

金
額
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
削
減
量
の
実
績
は
。 

答 

図
４
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。 

令
和
３
年
10
月
に
国
が
示
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
政
府
実
行
計
画
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

脱
炭
素
効
果
を
検
討
し
な
が
ら
、
太
陽
光
発
電
設
備
等
を
設
置

可
能
な
公
共
の
施
設
に
対
し
て
計
画
的
に
導
入
し
て
い
く
こ

と
で
、
本
市
全
域
へ
の
波
及
効
果
を
高
め
た
い
。 

 

平
成
30
年
６
月
議
会
で
も
取
り
上
げ
た
よ
う

に
、
感
電
す
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
消
防
隊

員
の
方
々
は
太
陽
光
発
電
設
備
の
火
災
に
対
し

て
通
常
の
よ
う
な
消
火
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
。 

鎮
火
ま
で
に
90
時
間
近
く
を
要
し
た
１
月
13
日
の
和
歌
山

県
す
さ
み
町
の
事
例
（
図
５
）、
蓄
電
池
設
備
の
爆
発
に
よ
り

４
名
の
消
防
隊
員
が
負
傷
さ
れ
た
３
月
27
日
の
鹿
児
島
県
伊

佐
市
の
事
例
、
４
月
13
日
の
北
海
道
根
室
市
の
事
例
、
４
月
15

日
の
宮
城
県
仙
台
市
の
事
例
な
ど
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
太

陽
光
発
電
設
備
の
ト
ラ
ブ
ル
は
非
常
に
厄
介
で
す
。 

とくしげ政
まさ

時
とき
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7 月 28 日が投開票の三原市長選と三原市議補選は、ともに投票率が 40％強と、５人に２人しか投票されない結
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からない。将来に向けて家族層などに狙いを絞り、地道に啓発するしかない」というものでしたが、天候に左右さ

れず、市民の皆さまが投票に足を運ばれる本市を取り戻すため、気を引き締めてかからねばと痛感しております。 

とくしげ政時後援会〒723-0064 三原市西宮一丁目 15 番 7 号電話番号：0848－62－5804（ファックス兼） 

三原市議会議員 

 
責
任
あ
る
提
言
と
実
行
！ 

令
和
の
三
原
を
元
気
に
！ 

図 1.ゼロカーボンシティ宣言 

（本市ホームページより） 
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ま
た
、
奈
良
県
平
群
町
の
事
例
（
図
５
）
の
よ
う
に
、
地
域

住
民
の
安
全
・
安
心
や
、
そ
れ
ま
で
の
経
緯
を
な
い
が
し
ろ
に

し
て
ま
で
進
め
ら
れ
る
脱
炭
素
政
策
に
地
域
住
民
が
強
く
反

発
し
て
い
る
事
例
も
増
え
た
た
め
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。  

問 

和
歌
山
県
す
さ
み
町
、
鹿
児
島
県
伊
佐
市
、
北
海
道
根
室

市
お
よ
び
宮
城
県
仙
台
市
の
事
例
に
対
す
る
本
市
の
見
解
は
。 

答 

消
火
活
動
に
時
間
を
要
す
る
事
案
が
全
国
各
地
で
発
生
し

て
い
る
こ
と
は
、
確
認
し
て
い
る
。 

太
陽
光
発
電
設
備
の
火
災
は
、
感
電
被
害
を
想
定
し
た
消
火

活
動
と
な
る
た
め
、
常
日
頃
か
ら
そ
の
注
意
事
項
や
留
意
点
を

職
員
間
で
共
有
さ
せ
た
り
、
事
案
発
生
時
に
は
各
消
防
隊
へ
感

電
防
止
対
策
が
必
要
な
電
気
火
災
と
し
て
注
意
喚
起
を
促
し

た
り
、
絶
縁
性
の
高
い
手
袋
等
を
装
着
さ
せ
た
り
、
安
全
距
離

を
確
保
し
た
噴
霧
放
水
等
を
行
っ
た
り
、
電
力
会
社
等
と
の
研

修
会
や
他
都
市
で
発
生
し
た
火
災
事
例
及
び
関

連
事
例
等
を
参
考
に
、
日
々
の
訓
練
や
研
修
等
の

自
己
研
鑽
に
努
め
た
り
し
て
い
る
。 

問 

奈
良
県
平
群
町
の
事
例
に
対
す
る
本
市
の
見
解
は
。 

答 

山
林
を
切
り
開
い
て
実
施
さ
れ

る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
に
対
し
、
県

の
林
地
開
発
許
可
は
違
法
と
し
て
、

防
災
対
策
の
不
備
な
ど
を
懸
念
す

る
住
民
か
ら
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
係

争
中
の
事
案
と
認
知
し
て
い
る
。 

問 

本
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は

８
種
類
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
照
ら
し

合
わ
せ
た
と
き
に
全
く
問
題
な
い

地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
面
積
と
、

何
ら
か
の
災
害
に
該
当
す
る
地
域

に
設
置
さ
れ
て
い
る
面
積
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。 

答 

本
市
で
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
と
き

の
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
状
況
を
把
握
し
て
い
な
い
。 

 

野
焼
き
の
延
焼
に
よ
る
火
災
が
相
次
い
だ
時
期

を
考
え
る
と
、
国
内
で
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
は

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
の

未
然
防
止
策
を
強
く
要
望
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
宣
言

に
基
づ
く
施
策
の
質
問
に
移
り
ま
し
た
。 

 

問 

デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
宣
言
に
基
づ
く
各
施
策
の
実
績
と

現
状
は
。 

答 

分
野
別
に
、
次
の
施
策
を
実
施
し
た
。 

図 2.本市による太陽光パネル設置の報道 

（中国新聞より） 

図 3.太陽光発電設備の設置に関する報道 

（中国新聞より） 

二酸化炭素削減事業の実績 

１.平成 16 年度～平成 26 年度 

◆ 太陽光発電設備の設置費補助事業 

• 補助額 

2 億 6,563 万 5,000 円 

• 補助件数 

1,770 件 

• 二酸化炭素削減量 

年間約 3,000 トン（CO2換算） 

２.平成 27 年度～令和３年度 

◆ エネファーム設置費補助事業 

• 補助額 

602 万円 

• 補助件数 

86 件 

• 二酸化炭素削減量 

年間約 114 トン（CO2換算） 

３.令和５年度 

◆ 省エネ家電買替支援事業（エアコン・冷蔵庫） 

• 補助額 

1 億 3,011 万 9,000 円 

• 補助件数 

エアコン 1,226 件 

冷蔵庫   1,701 件 

• 二酸化炭素削減量 

年間約 190 トン（CO2換算） 

図 4.本市による脱炭素政策の実績 

図 5.太陽光発電設備を巡るトラブルの報道 

（NHK NEWS WEB・読売新聞より） 
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① 

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
分
野 

•  
高
齢
者
や
障
害
者
を
対
象
と
し
た
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催 

•  

市
役
所
窓
口
へ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入 

•  

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備 

な
ど 

② 

行
政
運
営
の
効
率
化
の
分
野 

•  

庁
内
の
幅
広
い
職
員
が
業
務
改
革
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
み
は
ら
カ
イ
ゼ
ン
塾
の
開
催 

•  

職
員
に
代
わ
っ
て
入
力
作
業
を
自
動
的
に
行
う
Ｒ
Ｐ
Ａ

な
ど
の
シ
ス
テ
ム
ツ
ー
ル
導
入 

（
例
：
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
の
対
応
） 

•  

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備 

•  

市
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
の
公
開 

な
ど 

③ 

関
係
人
口
の
創
出
の
分
野 

•  

メ
タ
バ
ー
ス
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
展
開
さ
れ
た
仮
想
世
界
）

で
の
本
市
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催 

•  

み
は
ら
イ
ベ
ン
ト
バ
コ 

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
情

報
か
ら
本
市
開
催
分
の
み
を
自
動
的
に
収
集
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
ま
と
め
て
公
開
す
る
仕
組
み
） 

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
今
後
は
以
下
の
施
策
を
進

め
る
。 

•  

窓
口
に
来
ら
れ
た
市
民
の
方
々
が
早
く
正
確
に
手
続
が

終
え
ら
れ
る
窓
口
の
実
現 

•  

証
明
書
交
付
な
ど
、
一
部
の
業
務
の
リ
モ
ー
ト
化 

•  

全
て
の
補
助
金
申
請
手
続
の
電
子
化
（
７
月
末
の
完

了
を
目
標
） 

 

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
土
木
管

理
課
の
職
員
が
開
発
さ
れ
た
道
路
・
河
川
の
異

常
通
報
シ
ス
テ
ム
か
ら
農
業
に
至
る
ま
で
、
私

も
様
々
な
分
野
で
提
言
し
て
き
ま
し
た
。 

支
援
者
の
方
々
か
ら
は
お
お
む
ね
好
評
で
し
た
が
、
令
和
元

年
６
月
の
定
例
会
で
避
難
情
報
等
の
伝
達
手
段
に
つ
い
て
質

問
を
し
た
際
に
は
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
使
う
べ
き
で
は
な
い
」
と
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
で
の
懸
念
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
上
で
、

否
定
的
な
意
見
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

皆
さ
ま
も
御
存
知
の
と
お
り
、
個
人
情
報
問
題
が
発
覚
し
た

３
年
前
の
令
和
３
年
３
月
、
行
政
機
関
に
対
し
て
行
わ
れ
た

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
デ
ー
タ
は
日
本
に
閉
じ
て
い
る
」
と
い
う
説
明

が
虚
偽
、
で
た
ら
め
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
の
秋
に
発
生
し
た
大
規
模
な
個
人
情
報
の
流
出

を
受
け
、
今
年
の
４
月
に
は
国
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ヤ
フ
ー
に
対
し

２
度
目
の
行
政
指
導
（
図
６
）
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
改
善
さ
れ
る
気
配
が
全
く
な
い
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
こ
の
ま
ま
使
い
続
け
て
よ
い
の
か
と
の
懸
念
か
ら
、

次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。 

 

問 

安
全
性
を
中
心
と
す
る
一
連
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
問
題
に
対
す
る
、

本
市
の
認
識
は
。 

答 

本
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
国
が
令
和
３
年
４
月
に
示
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
「
政
府
機
関
・
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け

る
業
務
で
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
利
用
状
況
調
査
を
踏
ま
え
た
今
後
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
の
際
の
考
え
方
」
に
沿
っ
て
、

個
人
情
報
を
取
り
扱
わ
な
い
範
囲
で
運
用
し
て
い
る
。 

市
民
の
方
が
本
市
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
だ
ち
登
録
さ
れ
る
際

に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
と
住
ん
で
い
る
地
域
の
情
報
は
取

得
す
る
が
、
利
用
者
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
登
録
し
て
い
る
、
機
密
性

を
有
す
る
個
人
情
報
は
取
得
し
て
い
な
い
。 

先
般
の
情
報
漏
え
い
に
起
因
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
そ

の
も
の
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
運
用
会
社
で
あ
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ヤ
フ
ー
社
の
対
応
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
本
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
適
切
な
運
用
に
努
め
る
。 

 

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
改
善
さ
れ
る
気
配
が
全

く
な
い
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
そ
の
も
の
の
危
険
性
に
対

す
る
認
識
を
問
う
た
の
で
す
が
、
質
問
の
本
質

を
理
解
で
き
て
い
な
い
回
答
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
回
の
質
問
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
安
全
性
に
対
す
る
認
識
を
質

し
た
の
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
対
面
す
る
こ
と
な
く
、
交
信
を

重
ね
る
な
ど
し
て
関
係
を
深
め
て
信
用
さ
せ
、
振
込
な
ど
の
方

法
で
金
銭
を
騙
し
取
る
、
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
」
や
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
型
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
」
な
ど
が
急
増
・
頻
発
し
て
い
る
か
ら
。 

３
月
の
読
売
新
聞
の
記
事
（
図
７
）
の
見
出
し
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
、
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
」
と
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
ロ
マ
ン

ス
詐
欺
」
の
被
害
者
の
、
実
に
９
割
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
誘
導
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。 

 

問 

詐
欺
被
害
の
実
態
を
踏
ま
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
一
連
の

問
題
が
解
決
さ
れ
る
ま
で
、
本
市
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使
用
を
控
え

図 6.LINE の情報漏洩に関する報道 

（NHK NEWS WEB より） 
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る
べ
き
と
考
え
る
が
、
導
入
さ
れ
た
岡
田
市
長
の
見
解
は
。 

答 
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
適
切
な
運
用

を
行
う
と
と
も
に
、
詐
欺
に
関
す
る
情
報
提
供
や
注
意
喚
起
を

行
う
な
ど
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
に
不
安
を
持
た
れ
る
市
民
に
対
し
、

利
用
登
録
者
に
有
益
か
つ
効
果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
。 

行
政
機
関
が
利
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
警
鐘
が

鳴
ら
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
「
保
険
証
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
へ
の
一
本
化
」
で
す
。 

現
行
の
保
険
証
に
は
必
要
な
情
報
が
全
て
記
載
さ
れ
て
い

る
う
え
に
目
視
で
き
る
た
め
、
資
格
を
確
認
で
き
る
の
で
す
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
必
要
な
情
報
の
一
部
し
か
記
載

さ
れ
て
い
な
い
上
に
目
視
も
で
き
な
い
た
め
、
シ
ス
テ
ム
何
ら

か
の
異
常
が
あ
っ
た
と
き
、
資
格
を
確
認
で
き
な
い
の
で
す
。 

Ｇ
７
参
加
国
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ジ
タ
ル
先
進
国
と
し
て
名
高

い
北
欧
の
エ
ス
ト
ニ
ア
や
台
湾
で
さ
え
、
天
災
や
サ
イ
バ
ー
攻

撃
な
ど
を
想
定
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
あ
た
る
も
の

と
保
険
証
に
あ
た
る
も
の
を
別
々
に
し
て
い
ま
す
。 

「
保
険
証
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
一
本
化
」
ま
で
半
年

を
切
り
ま
し
た
し
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
に
よ
る
大
規
模
な
シ

ス
テ
ム
障
害
の
報
道
も
相
次
い
で
い
ま
す
し
、
何
よ
り
命
に
関

わ
る
問
題
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。 

 

問 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
資
格
確
認
を
行
え
な
い
場
合
、
そ
の
対

応
を
本
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

答 

令
和
５
年
７
月
に
厚
生
労
働
省
が
示
し
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
の
対
応
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

① 

患
者
が
健
康
保
険
証
、
資
格
確
認
書
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
と
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
の
い
ず
れ
か
を
持
っ
て

い
る
場
合 

➡

そ
の
情
報
で
資
格
確
認
を
す
る 

② 

患
者
が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
の
入
っ
て
い
る
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
場
合 

➡
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ア
ク

セ
ス
し
、
資
格
情
報
の
画
面
を
医
療
機
関
等
の
窓
口
に

提
示
す
る
こ
と
で
資
格
を
確
認
す
る 

③ 

来
院
し
た
医
療
機
関
に
お
い
て
、
過
去
の
受
診
歴
等
が
あ

る
場
合 

➡
 

患
者
の
氏
名
や
住
所
な
ど
か
ら
該
当
す
る
人
を
抽
出

し
て
資
格
を
確
認
す
る
（
過
去
に
受
診
し
た
と
き
か
ら
資
格

情
報
が
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
口
頭
で
確
認
） 

④ 

前
述
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合 

➡
 

厚
生
労
働
省
が
示
し
た
被
保
険
者
資
格
申
立
書
に
氏

名
や
加
入
す
る
保
険
者
名
、
一
部
負
担
金
の
割
合
等
を

記
入
し
て
、
医
療
機
関
で
受
診
す
る
。 

こ
う
い
っ
た
柔
軟
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
患
者
は
安
心
し
て
受
診
で
き
る
。 

 

厚
生
労
働
省
か
ら
出
さ
れ
た
局
長
通
知
、「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の
対
応
」
に
沿
っ

た
回
答
で
し
た
が
、
①
以
外
の
対
応
が
現
実
的
で
し
ょ
う
か
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
資
格
確
認
を
行
え
な
い
場
合
と
し
て
、
能

登
半
島
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
能
登
半
島
を
想
定
し
た
と
き
、
②

の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
不
可
能
で
し
ょ
う
。 

ま
た
、
③
は
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
に
膨
大
な
負
担
が
か
か

り
ま
す
し
、
④
で
は
資
格
の
確
認
す
ら
で
き
ま
せ
ん
。 

諸
外
国
に
倣
う
だ
け
で
な
く
、
な
り
す
ま
し
防
止
の
た
め
に

も
顔
写
真
を
入
れ
て
、
単
独
で
資
格
確
認
が
で
き
る
保
険
証
の

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
併
存
さ
せ
る

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
皆
さ
ま
は
い
か
が
思
わ
れ
ま
す
か
。 

 

～ とくしげ政時 後援会入会の御案内 ～ 

 後援会規約 
１. この会は「とくしげ政時後援会」と称します。 

２. この会は、とくしげ政時の政治活動を支援し、

合わせて、会員相互の親睦と協力を促進する

ことを目的とします。 

３. この会は目的達成のため、研修会・後援会・出

版物の発行などの活動を行います。 

４. この会に必要な経費は、会費・寄附金などの収

入によってまかないます。 

 連絡先 

電話番号 0848－62－5804（ファックス兼） 

e-mail masa.tokushige@gmail.com 

図 7.太陽光発電設備の設置に関する報道 

（中国新聞より） 


